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更
新

jk1234
萩
原
義
雄
「
名
詮
自
性
」
わ
た
し
の
好
き
な
こ
と
ば

ミ
ョ
ウ
セ
ン
ジ
シ
ョ
ウ
【
名
詮
自
性
】〔
な
は
た
い
を
あ
ら
は
す
〕

萩
原
義
雄
識

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
、
意
味
説
明
を
「
名
が
そ
の
物
の
性
質
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
。

名
実
の
相
応
す
る
こ
と
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。
此
の
語
が
仏
教
語
で
あ
り
、
『
仏
教
語
辞
典
』
に
は
、
典
拠

資
料
と
し
て
、
『
成
唯
識
論
』
巻
二
に
見
え
て
い
る
語
と
し
て
い
ま
す
。

近
代
文
学
作
品
資
料
に
は
、

犬
・
犬
士
と
の
縁
を
示
す
名
詮
自
性
で
あ
る
。･

･
･

○
こ
れ
ら
の
命
名
は
客
観
的
に
そ
の
人
々
の
特
徴
を
言
い
現
し
た
も
の
だ
と
い
え
ば
、
名
は
体
を
あ
ら
わ

す
と
い
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
名
詮
自
性
と
や
ら
で
あ
る
。
〔
新
渡
戸
稲
造
『
自
警
録
』
〕

こ
の
と
き
「
伏
姫
」
の
名
は
「
人
に
し
て
犬
に
従
う
」
意
の
名
詮
自
性
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

「
力
二
・
尺
八
」
は
「
八
房
」
の
文
字
を
解
体
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
名
詮
自
性
で
あ
る
こ
と

が
作
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

○
水
聲
は
中
々
激
し
く
て
、
川
と
い
は
う
よ
り
は
瀧
と
い
つ
た
方
が
好
い
位
で
あ
り
、
成
程
「
瀧
」
と
い

ふ
地
名
も
名
詮
自
性
で
あ
る
と
首
肯
か
せ
た
。
〔
幸
田
露
伴
『
華
厳
滝
』
〕

八
房
の
ウ
メ
と
房
八
夫
婦
と
、
ま
た
名
詮
自
性
の
義
で
す
。

滝
沢
馬
琴
『
里
見
八
犬
伝
』
巻
二
よ
り
引

用○
岩
蔵
は
名
詮
自
性
、
岩
の
よ
う
に
い
か
つ
い
体
の
、
ぎ
ら
ぎ
ら
と
脂
切
っ
た
五
十
男
で
、
ふ
だ
ん
は
お

よ
そ
人
臭
い
と
も
思
わ
ぬ
人
物
だ
が
、
今
夜
は
さ
す
が
に
眼
つ
き
も
と
が
り
き
っ
て
い
る
。
〔
横
溝
正
史

『
魔
女
の
暦
』
〕

○
そ
れ
で
も
ま
だ
ゴ
リ
ラ
は
息
苦
し
さ
を
お
さ
え
き
れ
な
い
の
か
、
バ
リ
バ
リ
と
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン

を
ひ
き
む
し
る
と
、
下
に
着
た
ア
ン
ダ
ー
・
シ
ャ
ツ
の
胸
も
と
に
、
名
詮
自
性
ゴ
リ
ラ
の
よ
う
に
く
ろ
ぐ

ろ
と
密
生
し
た
毛
が
物
凄
い
。
〔
横
溝
正
史
『
金
田
一
耕
助
フ
ァ
イ
ル

悪
魔
の
寵
児
』
〕

15

○
お
そ
ら
く
七
斗
と
い
う
名
詮
自
性
、
一
夜
に
百
人
の
女
を
御
す
る
に
足
る
超
人
的
な
精
血
の
貯
水
の
所

有
者
で
な
か
っ
た
ら
、
捨
兵
衛
は
般
若
寺
風
伯
の
二
の
舞
い
を
ふ
ん
だ
に
相
違
な
い
。〔
山
田
風
太
郎
『
忍

法
帖
５
く
ノ
一
忍
法
帖
』
〕

と
も
に
名
詮
自
性
で
、
八
房
の
犬
・
富
山
に
因
が
あ
る
。
滝
沢
馬
琴
『
里
見
八
犬
伝

』
巻
二
よ
り
引
用

作
中
、
名
詮
自
性
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

こ
の
と
き
、
狸
の
古
名
「
玉
面
」
が
玉
梓
と
通
じ
る
名
詮
自
性
が
明
か
さ
れ
、
里
見
の
子
孫
を
「
畜
生
道
」

に
導
く
と
し
た
玉
梓
の
怨
念
に
よ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
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○
阿
修
羅
は
い
ま
や
名
詮
自
性
、
文
字
ど
お
り
阿
修
羅
で
あ
り
、
悪
鬼
で
あ
り
、
鬼
神
で
あ
っ
た
。
『
横

溝
正
史
『
金
田
一
耕
助
フ
ァ
イ
ル

悪
霊
島
』
下

19

《
補
助
資
料
》

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版

み
ょ
う
せ
ん
‐
じ
し
ょ
う
［
ミ
ャ
ウ
セ
ン
ジ
シ
ャ
ウ
］
【
名
詮
自
性
・
名
詮
自
称
（
シ
ョ
ウ
）
】
〔
名
〕
仏
語
。

名
が
そ
の
物
の
性
質
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
。
名
実
の
相
応
す
る
こ
と
。
み
ょ
う
せ
ん
。
＊
太
平
記
〔
一
四
Ｃ

後
〕
二
九
・
光
明
寺
合
戦
事
「
将
軍
は
引
尾
に
陣
を
取
り
、
師
直
は
泣
尾
に
陣
を
取
る
。
名
詮
自
性(

ミ
ヤ
ウ

セ
ン
ジ
シ
ヤ
ウ)

の
理
、
寄
手
の
為
に
、
何
れ
も
忌
々
し
く
こ
そ
聞
へ
け
れ
」
＊
御
伽
草
子
・
鴉
鷺
合
戦
物
語

〔
室
町
中
〕
「
堂
た
う
を
か
た
め
て
は
さ
ん
米
を
ひ
ろ
ひ
、
市
町
を
め
ぐ
り
て
は
菓
子
を
あ
ら
す
。
ま
こ
と
に

こ
れ
名
詮
自
性
の
黒
賊
な
り
」
＊
随
筆
・
戴
恩
記
〔
一
六
四
四
（
正
保
元
）
頃
〕
下
「
又
臨
江
斎
と
申
は
、
江

に
の
ぞ
む
と
書
た
れ
ば
、
一
生
の
間
に
、
所
も
こ
そ
お
ほ
き
に
、
此
江
州
へ
な
か
さ
れ
給
ふ
。
名
詮
自
性
の
こ

と
は
り
、
掲
焉(

け
ち
え
ん)

な
ら
ず
や
」
＊
星
座
〔
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
〕
〈
有
島
武
郎
〉
「
早
稲
田
と
い

ふ
所
は
田
圃
の
多
い
と
こ
ろ
だ
。
名
詮
自
称
だ
」
【
辞
書
】
下
学
・
伊
京
・
明
応
・
天
正
・
易
林
・
書
言
・
言

海
【
表
記
】
【
名
詮
自
性
】
下
学
・
伊
京
・
明
応
・
天
正
・
易
林
・
書
言
・
言
海

古
写
本
『
下
學
集
』
村
口
本

春
良
本
『
下
學
集
』

●
名
詮

●
自
性

日
本
世
話
之
義

〔
言
辞
門
一
五
九
頁
〕

ミ
ヤ
ウ
せ
ン

ジ
シ
ヤ
ウ

元
和
版
『
下
學
集
』

○
名
詮
自
性(

ミ
ヤ
ウ
セ
ン
ジ
シ
ヤ
ウ)

〔
言
辭
門
一
五
〇
７
〕

『
書
言
字
考
節
用
集
』

○
名
詮
自
性(

ミ
ヤ
ウ
セ
ン
ジ
シ
ヤ
ウ)

見
唯
識
論
〔
言
辭
門
八
五
二
Ⅰ
〕
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慶
長
十
九
年
古
活
字
板
『
太
平
記
』
巻
二
十
九

師
直
ハ
泣
尾(

ナ
キ
ー)

ニ
陣
ヲ
ト
ル
。
名
詮(

ミ
ヤ
ウ
セ
ン)

自
性
ノ
理(

コ
ト
ハ
リ)
寄
手
ノ
為
ニ
何
れ
モ

忌
々(

イ
マ
ー)

シ
ク
コ
ソ
聞
ヘ
ケ
ケ
レ
。


